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福岡県がん相談支援センター



平成29年度 福岡県がん診療連携拠点病院



実施状況チェックリスト定義・解釈の統一



平成27年～29年 チェックリスト結果
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3年間の結果
平成28年度に地域がん診療病院が２施設追加
定義付けをしたことで評価が下がった



がん専門相談員の研修会体制

A 研修会 B 研修会

対象者 がん相談支援センター
がん専門相談員

広くがん医療や相談支援に
係る従事者

目的（学習目標） ・相談支援の知識、技術の向上
・研修企画運営の向上
・ファシリテーション力の向上

・がん相談支援のプロセスを学ぶ
・がん相談支援センターの役割を知る
・相談員や施設間の情報共有と連携

企画運営 指導者研修会を受講した相談員 各ブロックのがん専門相談員

対象地域 県全体 各ブロック

内容 H26年6月28日 コミュニケーション
H27年7月18日 面接技法
H28年7月23日 意思決定支援
H29年6月24日25日 相談対応のQA

（Quality Assurance）を学ぶ

北九州：「福岡県のがん対策について」
「がん相談支援センターの取り組み」
「がんと診断されたときからの緩和ケア」

筑豊:：「相談支援のプロセスについて
～訊く・聞く・聴くの違いを意識する～」

筑後：「療養先選定の意志決定支援について」
福岡：「コミニュケーション技術を高めよう

～即、使える実践編～」



A研修「相談対応のQAを学ぶ」報告

対象者 県内・県外のがん診療連携拠点病院の相談員

日時 2017年6月24日・25日（土・日）10：00～16：00

開催場所 九州がんセンター 参加者 24日：38名 25日：32名

学習目標 １）がん相談対応評価表（以下、「評価表」）の活用方法、目的、意義、ルールを理解する

２）「評価表」活用時のディスカッションの留意点を学ぶ

・グループワークでは、互いの意見を尊重し合い、積極的に理解する

・評価表を活用したディスカッションにおけるルールを遵守することの重要性を認める

３）グループワークで得た学びを自己の相談対応の改善に適応する

４）がん相談支援の質の管理と維持に重要な課題を説明する

５）所属施設や自分の地域で相談支援の質の向上を図るための課題を具体的に討議し、

今後につなげる





「相談対応のQAを学ぶ」アンケート結果ｎ=50
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福岡ブロックＢ研修
コミュニケーション技術を高めよう～即、使える実践編～

対象者 福岡ブロック地区でがんに携わる医療従事者

日時 2017年9月2日（土）14：00～17：00

開催場所 九州医療センター 参加者 52名

学習目標
１）ロールプレイを通して、コミニュケーションの重要性が理解でき、技術を活

用できる

２）がん医療に携わっている医療スタッフが、連携を強化し患者・家族の思いに
寄り添うことができる





コミュニケーション技術を高めよう～即、使える実践編～
講義直後アンケート結果 ｎ=50
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＜今回の研修をうけてどのようなことが業
務に活かせるか＞

・結論を急ぐことがあるが、話を傾聴して
相談者が解決策を導くことができるよう
にしたいと思った。

・ACPの概念を意識して面談に望みたい。
・どのような聴き方をすれば話しやすいか
学べたので活かしていきたい。

・今までのコミュニケーションの振り返り
ができた。面談に活かしたい。

・ACPの概念を意識して面談に望みたい。





今後の課題

•QA研修の結果、福岡県統一の内規を作成中で

地域連携・情報専門部会に諮っていく

•相談支援の質向上のために、A研修とは別にQA
研修は毎年開催していく予定

•ＱＡ研修の継続：研修方法の検討



ご清聴ありがとうございました<m(__)m>


